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山梨県教育委員会 



   １ 議      案 

第 ２３ 号 「山梨県スポーツ推進計画」の改定について 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

２ 報 告 事 項 

（ １１ ）  令和４年度採用山梨県立学校実習助手及び山梨県立特別支援学校寄宿舎 

指導員選考検査結果について 

 

 

 

 

 

 

 

  ３ その他報告 

（  ９  ）  令和５年度採用 山梨県公立学校教員選考検査改善点について 

 

（ １０ ）  令和３年度第２回いじめ実態調査報告について 

 



 

議案第 ２３ 号 

 

 「山梨県スポーツ推進計画」の改定について 

 

 

 

 

 

提案理由 

 

現行の「山梨県スポーツ推進計画」は、策定以降におけるスポーツを巡る社会状況の変
化に対応するため改定する必要がある。スポーツ基本法第１０条第２項の規定に基づき、
知事は計画の改定にあたり、あらかじめ教育委員会の意見を聴く必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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（令和３年１２月１５日 定例教育委員会） 

課 室 名 スポーツ振興課 

件 

名 
「山梨県スポーツ推進計画」の改定について 

経 

 

 

 

緯 

○ 山梨県スポーツ推進計画は、スポーツ基本法(以下「基本法」という。)第１０

条第１項に基づき、令和元年６月に策定した。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響及び東京オリンピック・パラリンピックの終

了など、スポーツを巡る社会状況の変化等に対応するため、計画の改定を行う。 

 

○ このため、基本法第１０条第２項に基づき、教育委員会の意見を聴く必要があ

る。 

内 

 

 

 

 

 

容 

 

１ 改定理由 

 

 ①新型コロナウイルス感染症の拡大 

各種活動の自粛が求められ、スポーツへの参画機会が減少している。 

 

 ②東京オリンピック・パラリンピックの終了 

東京オリンピック・パラリンピックの開催により、スポーツに親しみ、スポー

ツの楽しさや感動を味わおうという意識が高揚している。 

 

 

２ 改定内容 

 

①スポーツへの参画の拡大を図るため、一人一スポーツを推進し、子供から高齢

者、性別や障害者に対応した取組を一層強化する。 

 

②東京オリンピック・パラリンピックによるスポーツへの意識の高まりを契機と

して、スポーツの振興を図るため、東京オリンピック・パラリンピックの成果

を活用していく。 

 

 

３ スケジュール 

   １２月２７日（月）の庁議後、ホームページ上で公表する。 
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報告事項 １１ 

 

令和４年度採用山梨県立学校実習助手及び寄宿舎指導員選考検査結果につ 

いて  

 

［別途資料配付］ 
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課名 義務教育課 高校教育課      令和３年１２月１５日 

件
名 令和５年度採用 山梨県公立学校教員選考検査改善点について 

経

緯 

◎ 令和４年度採用教員選考検査（本年度実施） 

1. ２次検査不通過者の次年度１次検査の全免除 

小学校11名，中学校19名，高校13名，特支6名，養護6名，栄養2名 合計57名 

2. 小学校・特別支援学校小学部の体育実技・音楽実技検査の不実施 

3. 中学校・高校の体育実技検査の軽減（水泳を削除） 

4. 高校の社会人特別選考及び加点要件の変更 

概 

 

 

 

 

要 

◎ 令和５年度採用教員選考検査   

1. 正規教員を安定的に配置するための補欠合格者制度の拡大 

 補欠合格者制度の特別支援学校教諭・養護教諭への拡大 

   免許保持者が少ない特別支援学校教諭，及び各校に配置する必要がある養護教諭の採用辞

退に対応するため，令和３年度採用から実施している小学校教諭，中学校教諭に加え，特別

支援学校教諭，養護教諭についても補欠合格者制度を拡大する。 

・ 特別支援学校採用予定者は，直近３年間で３名の辞退者 

・ 養護教諭採用予定者は，直近３年間で３名の辞退者 

 

2. 新たな教育課題に対応できる人材の確保 

 加点要件の拡大 （対象:小学校・中学校・特別支援学校） 

ＩＴに関する広い知見を持った人材を確保するため，基本情報技術者（独立行政法人情報

処理推進機構）と同等以上の資格を有する者に，一次検査の得点へ５点を加える。 

・ プログラミング教育及び情報セキュリティの中核教員としての成長を期待 

・ 全国４道県（北海道，茨城，群馬，愛媛）実施 

 

 一次検査専門教養へ英語に関する問題の追加（対象：小学校・特別支援学校（小）） 

   小学校学習指導要領が令和２年度より全面実施となり，各校で外国語教育が進んでいるこ

と，また，教員養成系大学では，令和元年度入学生（令和5年度採用受検対象者）から初等

外国語教育学が必修となっていることから，一次検査専門教養に英語に関する問題を追加す

る。 

 

 

今
後
の
予
定 

１２月  教育委員会への報告 

変更点の周知（ＨＰ・メール・大学訪問） 

  １月  ポスター・パンフレット作成 

  ４月  ポスター・パンフレット配布，大学訪問開始 

  ５月  実施要項配布 

定例教育委員会 

その他報告　９
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その他報告 １０  

 

令和３年度第２回いじめ実態調査報告について 

   

［別途資料配付］  
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